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可決可決された主な議案議案�可決可決された主な議案議案�可決された主な議案�

伯耆町議会だより�第11号�

（2）�（3）�

伯耆町議会だより�第11号�

　
本
定
例
会
で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ

　
た
平
成
十
八
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。�

�

◎
一
般
会
計�

�

　
◯
歳
入
総
額
　
六
十
八
億
二
千
六
百
四
十
八
万
円�

�

　
◯
歳
出
総
額
　
六
十
五
億
五
千
三
百
七
十
九
万
円�

�

◎
特
別
会
計�

�

　
◯
歳
入
総
額
　
四
十
三
億
六
千
二
百
四
十
三
万
円�

�

　
◯
歳
出
総
額
　
四
十
二
億
七
千
八
百
六
十
三
万
円�

����

◯
郵
政
民
営
化
等
の
施
工
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

　
る
条
例
の
制
定�

　
日
本
郵
政
公
社
が
解
散
す
る
事
に
伴
い
、
「
日
本
郵
政
公

　
社
」
の
用
語
に
つ
い
て
、
関
係
条
例
の
改
正
を
行
う
。�

��

◯
伯
耆
町
職
員
の
育
児
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正�

　
地
方
公
務
員
法
改
正
に
伴
い
、
伯
耆
町
職
員
の
育
児
休
業

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
。�
�

◯
町
道
路
線
の
認
定�

　
大
坂
添
谷
線
旧
道
の
新
規
認
定�

�

◎
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
規

　
約
を
変
更
す
る
協
議�

�

　
連
合
議
会
の
議
員
の
定
数
変
更
及
び
選
挙
の
方
法
の
変
更�

痛
み
大
、
改
革
決
算
を
認
定�

九
月
定
例
会
は
九
月
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
三
十
三
件
の
議
案
を�

審
議
可
決
し
ま
し
た
。�

平
成
十
八
年
度
決
算�

条

例

改

正

�

　
◯
歳
入
（
確
定
に
よ
る
補
正
額
）�

　
　
・
普
通
交
付
税
　
　
　
　
一
億
三
千
七
百
四
十
四
万
円
増�

　
　
・
前
年
度
繰
越
金
　
　
　
二
億
二
千
八
百
八
十
四
万
円
増�

�

　
◯
歳
出�

　
　
・
減
債
基
金
積
立
金
　
　
三
億
円
増�

　
　
・
地
域
交
通
特
別
会
計
　
二
千
三
百
十
八
万
円
増�

　
　
・
索
道
事
業
特
別
会
計
　
千
二
百
六
十
万
円
増�

�

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
一
号
）�

�

　
◯
今
回
補
正
額
　
　
　
　
　
二
千
八
百
七
万
円
増�

�

　
◯
補
正
後
の
額
　
　
　
　
　
十
二
億
七
千
十
一
万
円�

�

◎
索
道
事
業
特
別
会
計
（
第
十
号
）�

�

　
◯
今
回
補
正
額
　
　
　
　
　
千
二
百
六
十
万
円
増�

�

　
◯
補
正
後
の
額
　
　
　
　
　
四
千
五
百
八
十
五
万
円�

�

◎
地
域
交
通
特
別
会
計
（
第
二
号
）�

�

　
◯
今
回
補
正
額
　
　
　
　
　
二
千
二
十
八
万
円
増�

�
　
◯
補
正
後
の
額
　
　
　
　
　
一
億
四
千
四
百
十
三
万
円�

◎
一
般
会
計
（
第
三
号
）�

�

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
九
千
百
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

　
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
六
十
八
億
五
千
万
円
と
し
た
。�

平
成
十
九
年
度
補
正
予
算�

賛
成
し
ま
す�

（要旨）�

決算に対する討論決算に対する討論�決算に対する討論決算に対する討論�決算に対する討論�

反
対
し
ま
す�

　
　
　
　
　
幅
田
千
富
美�

　
合
併
二
年
目
の
決
算
。
合

併
前
と
比
べ
、
一
般
会
計
だ

け
み
て
も
十
七
億
円
の
減
、

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
で
地
域
経

済
ヒ
ヘ
イ
の
一
番
の
原
因
。�

　
合
併
前
両
町
が
国
の
云
い

な
り
に
す
す
め
た
箱
物
・
リ

ゾ
ー
ト
関
連
・
観
光
施
設
の

償
還
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
公

債
費
負
担
比
率
は
二
十
六
・

四
％
、
国
は
地
方
分
権
と
い

い
な
が
ら
金
を
出
さ
ず
に
財

政
健
全
化
計
画
の
提
出
を
求

め
て
い
る
。
町
は
行
財
政
改

革
で
職
員
給
与
カ
ッ
ト
と
退

職
勧
奨
、
町
民
に
は
住
民
税

引
上
げ
と
上
下
水
道
料
金
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
公
共
料
金

引
上
げ
と
サ
ー
ビ
ス
カ
ッ
ト

な
ど
町
民
と
職
員
に
犠
牲
を

お
し
つ
け
た
決
算
だ
。�

　
国
の
農
村
破
壊
、
国
民
い

じ
め
、
弱
者
い
じ
め
の
悪
政

に
抗
し
、
ム
ダ
を
削
っ
て
町

民
の
い
の
ち
、
く
ら
し
を
守

る
町
政
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い

る
。�

　
　
　
　
　
野
坂
　
明
典�

　
自
治
体
の
新
た
な
財
政
健

全
化
を
示
す
実
質
公
債
費
比

率
が
二
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
が

り
、
危
険
ラ
イ
ン
の
十
八
％

を
超
え
た
た
め
起
債
の
発
行

に
は
起
債
償
還
計
画
を
作
成

し
県
の
許
可
が
必
要
に
な
る

状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
財

政
の
健
全
化
に
全
職
員
が
努

力
し
、
一
般
会
計
に
お
い
て
、

実
質
単
年
度
収
支
は
こ
の
厳

し
い
財
政
運
営
の
中
で
財
政

調
整
基
金
に
一
億
一
千
百
九

十
四
万
円
を
積
み
立
て
て
い

る
の
で
一
億
五
百
十
九
万
六

千
二
百
九
十
一
円
の
実
質
黒

字
に
な
っ
て
い
る
。�

　
町
民
税
の
滞
納
は
極
く
少

数
の
方
の
滞
納
が
大
部
分
を

占
め
て
お
り
、
そ
れ
を
除
け

ば
九
十
九
％
の
徴
収
済
み
で
、

実
績
が
徐
々
に
見
え
て
き
て

い
た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。�

　
委
員
長
報
告
の
中
に
あ
る

よ
う
に
問
題
点
も
あ
る
が
、

溝
口
駅
周
辺
整
備
事
業
・
給

食
セ
ン
タ
ー
統
合
事
業
・
国

民
健
康
保
険
・
老
人
保
険
費

な
ど
、
町
民
の
命
と
安
全
を

守
る
う
え
で
必
要
な
事
業
で

あ
る
。�

　
よ
っ
て
、
こ
の
町
民
の
生

活
に
直
結
し
た
決
算
は
認
定

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。�

ランチルーム（二部小）�


